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江熙の論語説について































































































































































































































（江煕）　 貴礼 者、以可安上治民、移風易 也。然其人存則 、其人












（62）　子曰、 君 其 而後其㒵。（衛霊公）










































（69）　子曰、小子、何 学夫詩、詩可 …… 之 父、遠之 君、多識於
鳥獣草木之名。（陽貨）
（江煕）言 父与 君、以有其道也。（義疏）































いるのが 14 条である。残る経文下に繋がれている 73 条中で、江煕の説が一章中に 1
条記されるもののうち、章末に記されるのが 46 条、章中に記されるのが 12 条であ
る。また一章中に 2 条記されるもののうち、章中と章末に記されるのが 10 条、2 条





























（40）　司馬牛問仁、子曰、仁者其言也 ……子曰、為之 、言之得無 乎。
（顔淵）
（集解）　孔安国曰、行仁 、言仁亦不得不 矣。　












































（集解）　 玄云、 餓也、言人 念耕而不斈、 飢餓、斈則得禄、 不
耕而不飢餓、勧人学也。（衛霊公）





























































































































































































（集解）　馬 曰、伐楚以公 、責 茅之貢不入、問昭王南征不還、是正
而不譎也。





江煕の論語説中には、この他にも資料（ 3 ）「勞役居 、酒食処後」、（10）「錐










































































































（江煕）　言人非南山、立徳立功、 仰 過、臨流 懐、能不慨然。 人
以百姓心為心也。（義疏）
冒頭「人非南山」という句でもってこの章の章旨を示し、それに続けて四字句
「立徳立功、 仰 過、臨流 懐、能不慨然」を置いて、結語「 人以百姓心為
心」へとつなげている。この文も四字句を基本として整った表現の行文である。
しかし経文が水の流れを記して時間の経過を述べるのに対して、江煕は人が徳・
功を立てることにあくせくする中で時間が過ぎてゆくことを嘆き、聖人に「百
姓心為心」（民衆の心を心とする）とする結語に導いている。このことは、先に
も触れたように、江煕の論語説のひとつの特徴として挙げた、経文の範囲内の
注解ではなくて、意図的にその範囲をこえて注解を行った結果であるというこ
とになろう。
このように見てくると、江煕の注釈には表現上、さまざまな工夫が施されて
いることがわかるが、ただその結果、表現にとらわれてしまって、示すことが
らが章の示す枠をこえている。この点を注釈の表現を整えたがために生じた問
題と捉えるのか、それとも江煕の論語説の優れた点とみるのか、こうした問題
については改めてみてゆくことにしよう。
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注
（1）論語の中には、もちろん「天地」という語彙は見えない。あるいは江煕の当時には、
「天地」が「聖人」と同意義で用いられていたのであろうか。
まとめ
本稿では、最初に江煕の論語説と何晏の論語集解との比較から始めた。江煕
の論語説で注目されるのは、何晏の論語集解に対する批判であるが、批判ばか
りでなく、集解を認め、それにもとづいて主旨を深めている場合もある。江煕
はこのように集解を批判的に継承したが、しかしまだ注釈の対象とはしていな
かった。この点については、何晏の集解と江煕の論語説とを比較することによ
って明らかにした。次いで論点を江煕の論語説の解明に進めた。彼の論語説は、
章全体にかかわる「章旨」が中心であること、しかし中に語句についての注釈
も見えることを明らかにした。また江煕が従来になかった説を立てる際には、
文献を引いて根拠としていること、論語を説中に用いて相乗的にことがらを分
かりやすくさせていること、また論旨に説得性を持たせ理解をより効果的にす
るために、俗諺や比喩を多用していること、文を形式的に整えていることなど
をその特色として指摘する。
